
セル看護提供方式 R導入への取り組み
セル看護のねらい

患者や看護師にとって利益にならない

「ムダ」を省いて、ケアの受け手の価値を最大化する

概念

・看護師の「動線」に着目し、改善手法を用いて動線をムダを省き、

「患者のそばで仕事ができる＝患者に関心を寄せる」を実現する

・受け持ち患者数を減らすために、担当看護師の受け持ち患者数は

均等割りにする

・ケアの必要度の高い場面に看護師を配置する

千葉メディカルセンターの看護方式が変わります！

セル看護提供方式のためのDXツール導入
「チームコンパス（記録システムソフト）」を2026年3月～導入開始！

情報収集がわかりやすく、観察・ケア、記録をフォーマット化し、業務軽減が期待できる

医師が必要とする観察項目を確実に観察記録でき、
患者さんの安全とQOLにフォーカスした看護がしやすい

もっと
働きやすい職場環境に！


